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助成⾦研究結果報告書 
 
「四国南⻄海域におけるサンゴ幼⽣と定着量と稚サンゴの動態」 

 
⾼知県⼤⽉町⻄泊の海域に調査地点を 3 か所 (St1〜St3) 設け，幼⽣定着量と稚サンゴを

主とした群集構造を定量した。幼⽣定着量はフレキシブル板 2 枚を 1 セットとした定着基
盤を各地点に 10 セット設置し，基盤に付着した個体を科ごとに計数した。ハナヤサイサン
ゴ科は, 可能な限りハナヤサイサンゴとショウガサンゴに分類した。群集構造は，1 地点に
つき 1m×1m ⽅形枠を⽐較的稚サンゴが多く⾒られる 6 か所に設置し，写真撮影を⾏った。
写真から種毎に被度と群体数を算出し，2020 年の結果と⽐較した。 
その結果, 3 地点ともにミドリイシ科の定着がなく, ハナヤサイサンゴ科の幼⽣定着量は, 
St1 で 10.60±1.73 (基盤 1 セットあたりの平均値±標準誤差)，St2 で 43.45±5.82，St3 で
60.70±5.08 であった。また，ショウガサンゴと推定されたものはハナヤサイサンゴ科の全
体の 69%を占めた。群集構造ではミドリイシ科が St1 で 1 種，St2 で 3 種，St3 で 4 種確認
され，ハナヤサイサンゴが St2 と St3 で，ショウガサンゴが St3 で確認された。このうち
St1 と St2 では被度，群体数ともにスギノキミドリイシが⼀番⼤きい値を⽰した。St3 では
ナカユビミドリイシの被度が⼀番⾼く，ハナヤサイサンゴの群体数が⼀番多かった。また，
2020 年〜2021 年にかけてミドリイシ科の⼤部分とハナヤサイサンゴの被度が増加した⼀
⽅で，St3 のミドリイシとショウガサンゴの被度がわずかに減少した。群体数では，St2 の
スギノキミドリイシ，クシハダミドリイシ，ミドリイシ及び St3 のスゲミドリイシで年変化
がなく, それ以外の種は減少した。これらの結果から，ミドリイシ科は, 主に破⽚化しやす
く成⻑の速いサンゴ種（例えば, スギノキミドリイシ 1）の⼩⽚が成⻑し, 被度の増加に寄
与していると考えられる。また, ハナヤサイサンゴは, 稚サンゴ群体が多い地点もあり, 幼
⽣定着量が⽐較的少ないながらも, ⽣残した群体が成⻑し, 被度の増加に寄与していると
考えられる。⼀⽅で, 定着量が⽐較的多い反⾯, ショウガサンゴの稚サンゴが少ないことは, 
定着後に多くの個体が死亡している可能性を⽰している。今後は継続した調査を続け, ⾃然
岩盤への新規個体の加⼊状況や, 稚サンゴの⽣残と成⻑過程と物理学的要因との関係の検
討が必要であると考える。 
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